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リユースドライブ

SNS（LINE）を使ったリユースコミュニティーの形成と実践
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◆本事業の目的と活動内容

①地域・多世代が連携するリユースの仕組みづくり。
→若者層に対する、ごみの減量意識の啓発と実践への入口づくり。
→地域ごみ減（中高年層）と大学生（若年層）との関係づくり。

②物/時間/場所をストックレスにするスマートなリユースの仕組みづくり。
→場所と時間に制約されない「SNS（LINE）」上でのマッチング。
→疲れないリユース、無駄のないリユース。

③「仕組み導入」の際の説明会等をDX化する仕組みづくり。
→事業概要の動画作成により、事業説明を24時間体制にする。
→ZOOM等、非対面のオンライン会議の推進。
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これまでのリユース活動（フリマ／バザーなど）

ラインを使ったリユースドライブ

家からリユース品を

まとめて会場に運び込む

余ったリユース品を

会場から家に持ち帰る

一日バザーで来客を待つ

とりあえず、家の中からバザーに

出品する物を選び出して梱包する

鍋が欲しいなぁ。。。 この鍋をあげよう。。

家にあって使わない

譲って良い物だけを

写真に撮って LINEへ

学生の欲しい物

リストを見て

その中から…
日時と場所

を

決めて渡すだけ

イベント当日まで物品をストック

リアルタイムで情報交換

確実に取引される品だけ移動

取引され無かった品は移動
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京都市西京区松陽学区
＋

京都経済短期大学
小島理沙教授
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本事業（リユースドライブ）に興味・関心を持ってい頂いた
京都経済短期大学の小島理沙教授と連携した取り組みを実践。

・7月9日 ：京都経済短期大学にて、ゼミ生にリユースドライブの説明会

・7月29日 ：松陽学区地域ごみ減 説明会＆アプリ講習会

・10月21日：松陽学区地域ごみ減 アプリ講習会＆小島先生ご挨拶

・10月29日：小島ゼミにて、学生プログラム ノウハウ提供

・11月12日 ：小島ゼミにて、学生プログラム ノウハウ提供

・11月26日 ：小島ゼミにて、学生プレゼン チェック

・12月3日 ：経済短期大学学生による松陽学区でのリユースドライブプレゼン

・12月3日～27日：松陽学区地域とのマッチング期間

・12月27日 ：引き渡し会の実施
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松陽学区と京都経済短期大学の取り組み。

小島先生指導の下、ゼミ生１３名が、学内調整班（バック）と学外調整班（フロント）に
分かれて、リユースドライブの調整をスタート。

全校生徒約４００名に加えて、次期新入生も含んだ告知（入学案内等）を整える体制。
計画は、１２月末に試験運用を行い、３月末に本格的なリユースドライブを実施する。

■学内活動の様子＠京都経済短期大学
グランドスケジュールを検討しながら、役割り
分担と、作業フローを作成。片木からのリユース
ドライブ説明資料を参考に意見交換会を実施。
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松陽学区と京都経済短期大学の取り組み。

小島先生指導の下、ゼミ生１３名が、学内調整班（バック）と学外調整班（フロント）に
分かれて、リユースドライブの調整をスタート。

全校生徒約４００名に加えて、次期新入生も含んだ告知（入学案内等）を整える体制。
計画は、１２月末に試験運用を行い、３月末に本格的なリユースドライブを実施する。

■学内活動の様子＠京都経済短期大学
学内班は、校舎内に活動告知のポスターを作成。
コロナ禍で仕切られた隔壁１枚１枚に掲示。
QRコードから、アンケートフォームに飛べる様に
工夫を凝らして、学生からの欲しい物の情報収集
をする準備を整えていた。
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全校生徒約４００名に加えて、次期新入生も含んだ告知（入学案内等）を整える体制。
計画は、１２月末に試験運用を行い、３月末に本格的なリユースドライブを実施する。

■学内活動の様子＠京都経済短期大学
学外班は、地域方々へのプレゼン方法について
の工夫を考え、実際にLINEを使って、どのような
マッチングが可能となるかを検討。
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全校生徒約４００名に加えて、次期新入生も含んだ告知（入学案内等）を整える体制。
計画は、１２月末に試験運用を行い、３月末に本格的なリユースドライブを実施する。

■学外活動の様子＠松陽小学校
京都経済短期大学の学生たちからのプレゼンテーションと
松陽学区地域ごみ減メンバーとの意見交換会。
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計画は、１２月末に試験運用を行い、３月末に本格的なリユースドライブを実施する。

■学外活動の様子＠松陽学区
学生たちが松陽学区地域へ赴き、リユース品を
回収にまわる。今回は、コロナ6波の影響もあり、
限られたメンバーで回収し、学内学生には、大学
にて引き取りを行った。
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リユースドライブ

活動説明動画
はじめに編／活動概要編／ＬＩＮＥ操作編／活動実践編
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◆今後の取り組み計画について

・3月末に松陽学区と山国地区で年度末切り替え時期のリユースドライブを
実施（予定）

・リユースドライブの導入説明動画をYouTube配信スタート（3月予定）
＊学生との連携版（事例紹介）

・山国地区でのリユースドライブにて、移住者との連携版（事例紹介）を
撮影収録し、説明動画に追加。３月末にYouTube配信スタート（予定）
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ご清聴ありがとうございました
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